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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善がみられ、緩やかな回復基調で推

移いたしました。一方、海外経済においては、英国のＥＵ離脱問題や中国をはじめとするアジア新興国の景気減

速等により、先行きは不透明な状況となりました。

このような情勢のもとで、当社グループは、平成27年４月より３年間の「ＩＫＯ中期経営計画2017（ＣＨＡＮ

ＧＥ ＆ ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ）」をスタートさせ、グローバル市場で競争力と存在感のある企業を目指し、事業

拡大に努めるとともに、収益基盤を強化するための諸施策に取り組んでおります。

販売面につきましては、国内外でプライベートショーや展示会を開催し、「お客様に密着した提案型営業活

動」を積極的に展開するとともに、ＩＫＯブランドの市場浸透と販売拡大に注力いたしました。また、海外市場

での営業強化を図るために、カナダに販売子会社IKO THOMPSON BEARINGS CANADA, INC.を４月に開設しました。

製品開発面につきましては、軽量・低コスト化を実現した『合成樹脂製ニードルケージ』のサイズバリエーシ

ョンを拡充するなど、お客様ニーズに即した高付加価値製品の充実を図りました。

生産面につきましては、価格競争力の一層の強化を図るべく、材料や部品等のグローバル調達を実施するとと

もに、納期対応力を強化するため、生産管理手法の見直しや生産工程の整流化改善に着手するなど、グループ生

産体制の再構築に取り組みました。また、生産子会社IKO THOMPSON VIETNAM CO., LTD.では生産能力の増強・生

産品目の拡充を推し進めました。

当社グループの営業状況をみますと、国内市場においては、エレクトロニクス関連機器向けは回復基調にある

ものの、工作機械向け等の需要は低調に推移し、売上高は減少いたしました。海外市場においては、北米地域で

は、エレクトロニクス関連機器や精密機械向け等の需要は堅調に推移しましたが、為替の円高影響を受け売上高

は減少いたしました。欧州地域では、現地代理店と連携した市場開拓や戦略製品の販売に注力した結果、工作機

械向けや精密機械向け等が好調に推移し、売上高は増加いたしました。アジア地域では、中国およびタイ王国の

販売子会社を中心に積極的な営業活動を展開しましたが、中国経済の停滞感や円高によるマイナス影響もあり、

売上高は前年同期の水準には至りませんでした。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比べ8.2％減の10,677百万円となりました。

収益面につきましては、減収・減産となったほか、為替が円高に推移した影響等により、営業利益は636百万円

(前年同期比36.6％減)、経常利益は61百万円(前年同期比95.1％減)となり、親会社株主に帰属する四半期純損失

は30百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益732百万円)となりました。

セグメントについて、当社グループは、針状ころ軸受および直動案内機器等(以下「軸受等」といいます。)な

らびに諸機械部品の製造販売を主な単一の事業として運営しているため、事業の種類別セグメントおよび事業部

門は一括して記載しております。なお、部門別売上高では、軸受等は9,450百万円(前年同期比6.8％減)、諸機械

部品は1,227百万円(前年同期比17.7％減)となりました。

部門別売上高 （単位：百万円）

区 分

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

比 較 増 減(自 平成27年４月１日 (自 平成28年４月１日

至 平成27年６月30日) 至 平成28年６月30日)

金額 比率 金額 比率 金額 伸び率

% % %

軸受等 10,144 87.2 9,450 88.5 △694 △6.8

諸機械部品 1,490 12.8 1,227 11.5 △263 △17.7

売上高合計 11,635 100.0 10,677 100.0 △957 △8.2
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(2) 財政状態に関する説明

資産合計は、前連結会計年度末に比べ878百万円減少し88,319百万円となりました。これは主に、現金及び預金

1,225百万円等の増加と、たな卸資産1,304百万円、投資有価証券887百万円等の減少によるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,222百万円増加し32,363百万円となりました。これは主に、社債5,000

百万円、長期借入金2,111百万円、未払費用465百万円等の増加と、支払手形及び買掛金381百万円、新株予約権付

社債4,999百万円、未払金809百万円等の減少によるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ2,100百万円減少し55,955百万円となりました。これは主に、利益剰余

金503百万円、その他有価証券評価差額金644百万円、為替換算調整勘定994百万円等の減少によるものでありま

す。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、円高による為替のマイナス影響等により、平成28年５月16日に公表いたしまし

た第２四半期連結累計期間および通期の業績予想を変更しております。詳細につきましては、本日公表しました

「平成29年３月期第２四半期連結累計期間および通期連結業績予想の修正ならびに営業外費用(為替差損)の計上

に関するお知らせ」をご覧ください。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

(1) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

(2) 追加情報

繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日)を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,933 15,158

受取手形及び売掛金 10,240 10,811

商品及び製品 13,814 13,203

仕掛品 9,013 8,515

原材料及び貯蔵品 5,558 5,364

その他 3,691 3,077

貸倒引当金 △15 △13

流動資産合計 56,236 56,117

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 10,566 10,380

その他（純額） 10,177 10,078

有形固定資産合計 20,744 20,458

無形固定資産 1,974 2,058

投資その他の資産

投資有価証券 7,914 7,026

その他 2,373 2,702

貸倒引当金 △45 △45

投資その他の資産合計 10,242 9,684

固定資産合計 32,961 32,201

資産合計 89,197 88,319

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,551 6,170

1年内償還予定の社債 - 5,000

1年内償還予定の新株予約権付社債 4,999 -

1年内返済予定の長期借入金 2,876 2,736

未払法人税等 187 78

役員賞与引当金 70 17

その他 5,043 4,794

流動負債合計 19,728 18,797

固定負債

社債 5,000 5,000

長期借入金 5,114 7,366

退職給付に係る負債 539 476

その他 758 722

固定負債合計 11,412 13,565

負債合計 31,141 32,363
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 9,533 9,533

資本剰余金 12,887 12,887

利益剰余金 34,034 33,530

自己株式 △620 △606

株主資本合計 55,833 55,345

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,177 1,532

繰延ヘッジ損益 △4 13

為替換算調整勘定 163 △831

退職給付に係る調整累計額 △167 △156

その他の包括利益累計額合計 2,169 558

新株予約権 18 18

非支配株主持分 35 33

純資産合計 58,056 55,955

負債純資産合計 89,197 88,319
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 11,635 10,677

売上原価 7,818 7,160

売上総利益 3,816 3,516

販売費及び一般管理費 2,811 2,880

営業利益 1,004 636

営業外収益

受取利息 5 2

受取配当金 85 89

為替差益 187 -

その他 31 34

営業外収益合計 309 127

営業外費用

支払利息 32 28

為替差損 - 600

その他 33 72

営業外費用合計 66 702

経常利益 1,248 61

税金等調整前四半期純利益 1,248 61

法人税等 513 90

四半期純利益又は四半期純損失（△） 735 △29

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 1

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

732 △30
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 735 △29

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 726 △644

繰延ヘッジ損益 △0 18

為替換算調整勘定 △94 △997

退職給付に係る調整額 △11 11

その他の包括利益合計 620 △1,613

四半期包括利益 1,355 △1,642

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,354 △1,641

非支配株主に係る四半期包括利益 1 △1
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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